
児童・生徒・学生の部 1 

１ 応募者概要     

団体名 
（ふりがな：よこはましりつこうがやしょうがっこう                                        ） 

 
      横浜市立幸ケ谷小学校 

代表者の 

役職・氏名 

（ふりがな：すがい ひろゆき      ） 

会員数 （平成 30 年 11 月現在） ７３７名      （役職）    （氏名） 

    校長      須貝 広幸 

ホームページ 

アドレス 
  活動開始年月  平成  ２６年  ４月   

活動範囲 

（複数選択可） 
１ 学校内          ２   学校外（ 高島水際線公園  ）  

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

 ４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                             ） 

活動の目的や

ねらい 
 幸ヶ谷の河川・海に関わる地域の人・生き物・環境とのつながりと、持続可能な社会の担い手を育む活動  

過去に受けた表彰

および受賞年度 

 
 

      

２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容  

平

成

28

年

度 

○「高島水際線公園愛護会」

の活動 

○「ハマの海を想う会」の活

動への参加 

○総合的な学習の時間の授業

において、幸ヶ谷の河川・

海の生き物観察を中心とし

た活動 

 

 

４年生 

 

 

 

 

６月  「総合的な学習の時間」で、高島水際線公園で海の生き

物観察などの活動を行う。 

７月  高島水際線公園愛護会への参加 

主に高島水際線公園に関わる専門家や地域関係者との

協同的に活動を行う。 

    ゴミ拾いや水辺の生き物観察、魚釣り大会など、「ハマの

海を想う会」の活動への参加 

野島宿泊体験学習 海の公園 生き物観察 

    横浜港湾空港技術調査事務所 人工干潟観察 

総合的な学習の時間での高島水際線公園 潮入りの池 

生き物観察（通年） 

１０月 海水槽を設置し、今後を見通した水辺の生き物の飼育を

始める。 

    これからも大切に育てたいという思いをもって、多様な

水辺の生き物の飼育方法を調べ、日常的な観察を行う。 

１２月 ステップアップフェスティバル（学習発表会）で幸ヶ谷

の海について、全校児童、保護者、地域に発信を行う。 

 ３月 活動のまとめ冊子の作成 

 

 【応募用紙】 
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平

成

29

年

度 

○「高島水際線公園愛護会」

の活動 

○「ハマの海を想う会」の活

動への参加 

○総合的な学習の時間の授業

において、幸ヶ谷の河川・

海の生き物観察を中心とし

た活動 

 

４年生 

 

 

 

 

６月  上級生から活動を引継ぎ、「総合的な学習の時間」で、

高島水際線公園で海の生き物観察、海水槽の管理などの

活動を行う。 

    幸ヶ谷の海に対する知っていることやイメージを出し

合い、実際に調べたり、体験したりする前後で自分の考

えにどのような変化があるかを確かめた。 

７月  高島水際線公園愛護会への参加 

主に高島水際線公園に関わる専門家や地域関係者との

協同的な活動を行う。 

    ゴミ拾いや水辺の生き物観察、魚釣り大会など、「ハマの

海を想う会」の活動への参加 

野島宿泊体験学習 海の公園 生き物観察 

    横浜港湾空港技術調査事務所 人工干潟観察 

総合的な学習の時間での高島水際線公園 潮入りの池 

生き物観察（通年） 

９月  高島水際線公園に行き、水辺の環境に関わる生き物を調

査したり、水質調査を行ったりと、幸ヶ谷の海の環境に

ついて考えた。 

１０月 クラスごとに幸ヶ谷の海のためにできることを考え実

践を行った。 

・アサリによる水質調査と改善を行った。 

・みんながもっと身近な海やそこに住む生きものと触れ

合えるように、潮入りの池を囲む柵の扱いについて話

し合ったり、提案したりした。 

・環境をよくするために小さなことから一人ひとりがで

きること「MY行動宣言」の実践・発信を行った。 

１２月 ステップアップフェスティバル（学習発表会）で幸ヶ谷

の海について全校児童、保護者、地域に発信を行った。 

 １月 幸ケ谷小学校で飼育している一部の生き物だけでなく

多様な生き物が住みやすいように、海水槽のリフォーム

計画を行った。 

 ２月 活動のまとめ冊子作成 

 ３月 横浜港湾空港技術調査事務所の「潮彩の海」の棚式の構

造を参考に子どもたちが意見を出し合い、海水槽リフォ

ームを行った。 

持続可能な海水槽の管理を考え、環境委員会（５・６年生）

の海水槽の管理計画を行った。（次年度４月より開始） 

 

平

成

30

年

度 

○「高島水際線公園愛護会」

の活動 

○「ハマの海を想う会」の活

動への参加 

○総合的な学習の時間の授業

４年生 

環境委員会 

(5・6 年） 

 

 

４月  ゴミ拾いや水辺の生き物観察、魚釣り大会など、「ハマ

の海を想う会」の活動への参加 

    主に環境委員会による海水槽の管理・水辺の生き物との

ふれ合い 

６月  「総合的な学習の時間」で、高島水際線公園で海の生き
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において、幸ヶ谷の河川・

海の生き物観察を中心とし

た活動 

○校内に海水槽の設置し、環

境委員会として活動開始 

 

 物観察などの活動を行う。 

野島宿泊体験学習 海の公園 生き物観察 

横浜港湾空港技術調査事務所 人工干潟観察 

７月  総合的な学習の時間での高島水際線公園 潮入りの池 

生き物観察（通年） 

９月  高島水際線公園の環境を改善し、皆にもっと好きになっ

てもらえるように、高島水際線公園に関わる専門家にイ

ンタビューを行う。 

    自分たちができることを考え、「MY 行動」として各クラ

スでの活動を始める。 

幸ヶ谷の海を多くの人にもっと知ってもらいたい・好き

になってもらいたいと、東京湾大感謝祭での発表の計

画・準備を行う。 

１０月 東京湾大感謝祭 2018 ブース発表及び、ワンダーアクシ

ョンカフェ出演。地域の海の魅力、本校の取り組み、環

境省地球温暖化防止のための国民運動「COOL CHOICE」

についての取り組みをプレゼンした。 

環境省国民運動「COOL CHOICE」普及啓発の実施及び情

報発信のための映像作品に関する取材・撮影に協力。 

１１月 クラスごとに幸ヶ谷の海のためにできることを考え実

践を行った。 

    ・高島水際線公園の水辺の環境改善のため、葦の刈り取

りを行った。また、持続可能な活動にするために刈り

取った葦をよしず作りや工作に活用した。 

    ・横浜港湾空港技術調査事務所で幸ヶ谷の海の歴史や生

き物を詳しく学ぶとともに、海水槽の生き物の多様性

について調べ発信した。 

    ・高島水際線公園の水辺の環境改善のため、ヘドロの除

去を行った。また、持続可能な活動にするために乾燥

させてレンガ造りを行ったり、植物を育てるための肥

料にしたりと、その活用法を実践した。 

１２月 ステップアップフェスティバル（学習発表会）で幸ヶ谷

の海について全校児童、保護者、地域に発信を行う。 

 

 

３ 地域との関わり 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容  

学内の生徒

等や教員、 

保護者との

関わり 

ステップアップフェスティ

バル（学習発表会） 

 

 

 

幸ケ谷小学校では、毎年１２月に全校参加の学習発表会を行っている。

主に生活科・総合での各クラスの取り組みを、全校児童、保護者、地域の

方々に向けて発信・紹介する。４年生では、「幸ヶ谷の海」をテーマに自分

たちが学んだことを発表するとともに、幸ヶ谷の海を大切にし、守っていくた

めにできることを参加した方々と対話を通して考えていく。 
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自治会・

町内会と

の関わり 

ステップアップフェスティ

バル（学習発表会） 

上記同様、毎年１２月に行われる学習発表会に地域の方々を招待し、４

年生の「幸ヶ谷の海」についての取り組みを発表する。  

学外団体

との関わり 

高島水際線公園愛護会 

ハマの海を想う会 

横浜国立大学 統合的海

洋教育・研究センター 

侍従川に親しむ会 

 

幸ケ谷小学校は、西区みなとみらい６丁目にある高島水際線公園の愛

護会に参加している。毎年４年生を中心に、生き物の観察やゴミ拾いなど

の公園美化の活動を行っている。 

また、同様に高島水際線公園愛護会の一員である「ハマの海を想う会」

の活動に参加している。毎月第一土曜日に生き物の観察会やハゼ釣り大

会が開催され、１０人位の子どもたちの希望者が活動に参加している。 

毎年、横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センターの方に来ていた

だき、高島水際線公園を作った経緯や生息する生き物について、４年生が

講話をいただいている。 

 今年度は環境創造局の出前授業を活用し、「侍従川に親しむ会」の方に

葦の特徴やその活用方法について４年生が講話をいただいた。 

 

企業等と

の関わり 

生き物コンサルタント

ARU  

 

笹川平和財団 

以前より校内に海水槽を設置している。その管理をしていただくととも

に、飼育する生き物や飼育の仕方を環境委員会の児童にアドバイスしてい

ただいている。 

また、平成２８・２９年度には、海洋教育パイオニアスクールに選ばれた。 

 

行政との

関わり 

国土交通省横浜港湾空港

技術調査事務所 

 

横浜市環境創造局 

毎年４年生は、国土交通省横浜港湾空港技術調査事務所で、東京湾の変

遷の講話をしていただいたり、幸ヶ谷の海の生き物観察のフィールドワーク

を体験させていただいたりしている。 

上記同様、今年度は環境創造局の出前授業を活用し、「侍従川に親し

む会」の方に葦の特徴やその活用方法について４年生が講話をいただい

た。 

 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

 

 

 

 

 
 

 

４ 団体の発足経緯、活動を始めたきっかけ 

※ 立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

本校は学校全体で ESD（持続可能な社会の担い手を育む教育）に取り組んでいる。主な活動として、『横浜の時

間』（総合的な学習の時間+各教科）において、各学年・各学級により ESD の視点を持ったテーマを設けて取り組

んでいる。本校学区が横浜の中心部の臨海部にあることから、SDGｓの 17 の視点のひとつでもある「１４：海の

豊かさをまもろう」への関心もあり、海の生き物の多様性や環境をテーマに学習活動を進めてきた。 

そのなかで、幸ケ谷小学校が「高島水際線公園愛護会」に参加したことをきかっけとし、４年生では、「幸ヶ谷

の海」をテーマに、高島水際線公園内にある潮入の池を活用した活動を始めた。徐々に校内での他の活動や地域

の団体などとも協同して取り組むようになり、活動を広げていった。市内で唯一の自然浜がある「野島」（横浜市

金沢区）での宿泊体験学習、「ハマの海を想う会」の活動への参加、「国土交通省横浜港湾空港技術調査事務所（横

浜技調）・人工干潟」での学習を通して、身近にある横浜の海の生物多様性を実感し、愛着をもつとともに、全校

で取り組む ESD、持続可能性の視点から学習を深めていった。 
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５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

・高島水際線公園での活動を継続していく中で、児童は「幸ヶ谷の海にこんなに生き物がいるなんて思わなか

った。」「たくさん生き物が観察できてうれしい」といった地域の生き物や自然に対する興味・関心をもつと

ともに、都市型河川の汽水域に生息する生物の多様性にも目を向けることができた。 

・水際線公園の設計に携わった方、愛護会の方をゲストティーチャーに招き、生き物やその環境と人々の関わ

りについて講話をいただくことで、児童は「自分たちが住む町の海をきれいにしたい」、「みんなに幸ヶ谷の

海を好きになってもらえば、もっと海を大切にしてくれる」という思いをもって活動するようになった。自

分達の興味・関心の活動から、地域の環境に関わる活動・実践へと高まっていった。 

・ステップアップフェスティバル（学習発表会）では、それぞれのブースの「すてきポイント」を中心に、児

童が学習してきたことを伝え、来てくださった方々と「MY 行動宣言」、「高島水際線公園潮入りの池の柵」、「遊

び方のマナー」について意見交換を行った。ゲストティーチャーでお世話になったハマ海会の代表やメンバ

ーの方々、横浜技調の職員の方、地域の方にも意見をいただき、様々な立場の多様な考えにふれることがで

きたことで、物事を多面的に見ることの大切さを理解した。 

・海水槽を設置したことにより、他学年の児童が幸ヶ谷の海の生き物に関わる機会が増えるとともに、継続し

て飼育、観察をする中で生命を尊重する思いが養われた。 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

（１ページ「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。） 

平成２８年度の９月ごろまでは海水槽がなく、高島水際線公園の生物の観察を行ったり、捕ってきたカニなどの生き

物を簡易的な水槽で飼ったりしていた。しかし、簡易的な水槽では生き物が死んでしまうため、継続的な観察が難し

かった。子どもたちは「生き物を大切にしたい。」「大事に育てたい。」という気持ちがあったが、なかなか思い通り

にならず、生き物が死んでしまうことに葛藤を感じていた。 

そのような時期に以前から計画されていた海水槽が幸ケ谷小学校に設置された。子どもたちは「きちんと飼育の仕

方を学び海水槽で育てたい。」「次の学年に飼育の仕方を引継ぎこれからも大切に育てていきたい。」という思いをも

ち、海水槽での飼育を始めた。 

 現在、海水槽は子どもたちの活動の拠点となっている。環境委員会での活動では、海水槽を使った常時活動が立ち

上がった。給餌・清掃などの当番活動を行うとともに、生き物の継続的な観察を行ったり、生き物の紹介カードを作

成したりと、自分達だけでなく学校の皆が、海水槽の生き物と関わることができるように取り組んでいる。また、毎

年４年生が高島水際線公園で年間を通して活動を行っており、そこで捕ってきた生き物を飼育している。継続観察を

行うことで、ただ、図鑑で得た知識と違い、同じ種類の魚でも積極的な個体やのんびりしている個体など、その違い

にも気づけるようになった。また、魚類だけでなく貝類や甲殻類、稚魚など、海の生物それぞれが一緒に飼育できる

よう数のバランスに気を付けたり、住処を作って住みやすい環境にしたり、海水槽をリニューアルしたりと、それぞ

れの生き物を大切にした飼育環境も、日々考えていくことができるようになった。 

 幸ケ谷小学校の子どもたちが、海水槽を中心として、日常的に海の生き物と関われるようになったことで、生き物

と大切にする心情と実感の伴った知識を身に付けていくことができている。 
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６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

・活動継続のために、学校として継続して「幸ヶ谷の海」をテーマに環境教育を行っていく良さを価値付ける。 

・カリキュラムや活動記録を残すことで、毎年４年生を中心とした活動を行い持続可能な活動にする。 

・総合的な学習の時間では、物事を多面的に見る力やそのもののよさを見つける力が身についてきたように感じ

るが、まだまた日常生活や他教科で発揮していくことに課題がみられる。その面を今後の発展的課題とし、他

教科や生活場面との関連を考え、身に付けた力を汎用的に使う場面を意識していったり、カリキュラムに組み

込んだりすることで意図的に取り組む必要がある。 

 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 

・「幸ヶ谷の海」をテーマとして、多くの方々と関わって活動できていること。 
・海水槽を中心とした生き物とのふれ合いが継続的に行われていること。 
・「幸ヶ谷の海は近くにあるけどふれたことがない」「生き物はいない」と思っていた児童が、生き物・地域の方々・
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児童・生徒・学生の部 7  
 

詳細・補足資料 

       野島宿泊体験学習 海の公園 生き物観察 

  
 

横浜港湾空港技術調査事務所 人工干潟観察 

 
     

潮入りの池 生き物観察 

 

 

ゲストティーチャーによる講話 

  

 

横浜の海に生息する生き物に触れ、

海の楽しさや大切にしていきたい

という思いをもった。また、自分た

ちが住む幸ヶ谷の海と比較し考え

ることで興味・関心が高まった。 

 横浜港湾空港技術調査事務所は、人工干潟で環境調

査、生態調査等を行っている。東京湾の海の歴史や海洋

汚染についての講話を聞き、人工干潟の「潮彩の渚」で

は生き物調査を行った。 

 海の汚れは家庭から出る生活排水が原因になってい

ること、それをきれいにするために小さな生き物達が重

要な役割を果たしていること、自分達が住む幸ヶ谷の海

にもたくさんの生き物がいることを知った。 

子どもたちは、毎年、幸ヶ谷や東京湾の海の歴史や生

き物について学び、高島水際線公園での生き物調査や海

水槽での飼育で、その経験を生かしている。 

 高島水際線公園のことや海のことについてもっ

と知りたいと思い、ハマの海を想う会の代表者や高

島水際線公園の設計に携わった方、海水槽を作った

方から、お話を伺った。高島水際線を作った経緯や

その思い、また、「もっと海で遊びたい」、「海のた

めに何かしたい」、「人と海が近い場所を作りたい」

などの海に関わることへの想いを聞き、自分達と同

じ想いをもっていることに気付き、自分達の海に対

する想いも広めていきたいという思いをもった。 

 高島水際線公園は、都市の中においても豊かな自

然を身近に感じることができる公園である。 

 「潮入りの池」で生き物調査を行う傍ら、ごみが

落ちていることに気付き、清掃活動も行った。 

 また、公園愛護会の「ハマの海を想う会」の活動

にも参加し、一緒にボランティア活動を行ったり、

エビ釣りやハゼ釣りを行ったりしている。 
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ステップアップフェスティバル 

 

 

海水槽リフォーム前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海水槽リフォーム後 

  
 

 

 

 

 

 

５年生から世話の仕方や、海水槽を作った方の

話を聞いたことで、積極的に海水槽の世話をする

児童が増えていきた。 

幸ケ谷小学校の友達が、これからも海水槽に親

しんでいけるように、現在の海水槽のすてきなポ

イントと、これから付け加えたい海水槽のすてき

なポイントについて意見を出し合い、海水槽のリ

フォームを行った。また、都市型の海で生きてき

た水辺の生き物に合わせた環境を考え、国土交通

省横浜港湾空港技術調査事務所の人工干潟に採用

されている砂地の棚式構造を参考にした。 

 それぞれが思う幸ヶ谷の海のすてきなポイントを

伝え、来ていただいた地域の方や保護者、他学年の

児童と一緒に海のことについて考えたり意見交換し

たりした。こどもたちは、来ていただいた方からの

意見を聞き、今まで自分たちでは気づかなかったこ

とや知らなかったことに気づき、これからの総合へ

の意欲にもつながった。 
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東京湾大感謝祭での発表の様子（ワンダーアクションカフェでのステージ発表） 

 

       

 

 

 

東京湾大感謝祭での発表の様子（ブース発表） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸ヶ谷の海をもっといろんな方に知

ってもらいたいと 2018 年 10 月 20 日、

21 日 東京湾大感謝祭 2018 ブース発表

及び、ワンダーアクションカフェ出演。

地域の海の魅力、本校の取組、環境省地

球温暖化防止のための国民運動「COOL 

CHOICE」についての取組をプレゼンし

た。自分たちのこれまでの活動を改めて

振り返る良い機会となった。また、他団

体の活動にふれることで、自分たちの活

動を俯瞰的に捉え直し、その重要性を実

感する機会にもなった。 



児童・生徒・学生の部 10  
 

東京湾大感謝祭・ステージ発表資料 

 

 



児童・生徒・学生の部 11  
 

 

 

東京湾大感謝祭・ブース発表資料 

 



児童・生徒・学生の部 7  
 

詳細・補足資料 

       野島宿泊体験学習 海の公園 生き物観察 

  
 

横浜港湾空港技術調査事務所 人工干潟観察 

 
     

潮入りの池 生き物観察 

 

 

ゲストティーチャーによる講話 

  

 

横浜の海に生息する生き物に触れ、

海の楽しさや大切にしていきたい

という思いをもった。また、自分た

ちが住む幸ケ谷の海と比較し考え

ることで興味・関心が高まった。 

 横浜港湾空港技術調査事務所は、人工干潟で環境調

査、生態調査等を行っている。東京湾の海の歴史や海洋

汚染についての講話を聞き、人工干潟の「潮彩の渚」で

は生き物調査を行った。 

 海の汚れは家庭から出る生活排水が原因になってい

ること、それをきれいにするために小さな生き物達が重

要な役割を果たしていること、自分達が住む幸ヶ谷の海

にもたくさんの生き物がいることを知った。 

子どもたちは、毎年、幸ケ谷や東京湾の海の歴史や生

き物について学び、高島水際線公園での生き物調査や海

水槽での飼育で、その経験を生かしている。 

 高島水際線公園のことや海のことについてもっ

と知りたいと思い、ハマの海を想う会の代表者や高

島水際線公園の設計に携わった方、海水槽を作った

方から、お話を伺った。高島水際線を作った経緯や

その思い、また、「もっと海で遊びたい」、「海のた

めに何かしたい」、「人と海が近い場所を作りたい」

などの海に関わることへの想いを聞き、自分達と同

じ想いをもっていることに気付き、自分達の海に対

する想いも広めていきたいという思いをもった。 

 高島水際線公園は、都市の中においても豊かな自

然を身近に感じることができる公園である。 

 「潮入りの池」で生き物調査を行う傍ら、ごみが

落ちていることに気付き、清掃活動も行った。 

 また、公園愛護会の「ハマの海を想う会」の活動

にも参加し、一緒にボランティア活動を行ったり、

エビ釣りやハゼ釣りを行ったりしている。 



児童・生徒・学生の部 8  
 

ステップアップフェスティバル 

 

 

海水槽リフォーム前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海水槽リフォーム後 

  
 

 

 

 

 

 

５年生から世話の仕方や、海水槽を作った方の

話を聞いたことで、積極的に海水槽の世話をする

児童が増えていきた。 

幸ケ谷小学校の友達が、これからも海水槽に親

しんでいけるように、現在の海水槽のすてきなポ

イントと、これから付け加えたい海水槽のすてき

なポイントについて意見を出し合い、海水槽のリ

フォームを行った。また、都市型の海で生きてき

た水辺の生き物に合わせた環境を考え、国土交通

省横浜港湾空港技術調査事務所の人工干潟に採用

されている砂地の棚式構造を参考にした。 

 それぞれが思う幸ヶ谷の海のすてきなポイントを

伝え、来ていただいた地域の方や保護者、他学年の

児童と一緒に海のことについて考えたり意見交換し

たりした。こどもたちは、来ていただいた方からの

意見を聞き、今まで自分たちでは気づかなかったこ

とや知らなかったことに気づき、これからの総合へ

の意欲にもつながった。 



児童・生徒・学生の部 9  
 

東京湾大感謝祭での発表の様子（ワンダーアクションカフェでのステージ発表） 

 

       

 

 

 

東京湾大感謝祭での発表の様子（ブース発表） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸ケ谷の海をもっといろんな方に知

ってもらいたいと 2018 年 10 月 20 日、

21 日 東京湾大感謝祭 2018 ブース発表

及び、ワンダーアクションカフェ出演。

地域の海の魅力、本校の取組、環境省地

球温暖化防止のための国民運動「COOL 

CHOICE」についての取組をプレゼンし

た。自分たちのこれまでの活動を改めて

振り返る良い機会となった。また、他団

体の活動にふれることで、自分たちの活

動を俯瞰的に捉え直し、その重要性を実

感する機会にもなった。 



児童・生徒・学生の部 10  
 

東京湾大感謝祭・ステージ発表資料 

 

 



児童・生徒・学生の部 11  
 

 

 

東京湾大感謝祭・ブース発表資料 

 


